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学歴 岩手大学人文社会科学部人文社会科学科社会科学コース（行動科学研究）卒業 

岩手県立大学大学院社会福祉学研究科博士前期課程（福祉臨床系教育研究領域）在学中 

職歴 1982年4月～1985年5月 北海道釧路児童相談所相談課相談員 

1985年6月～1990年4月 北海道釧路児童相談所判定課判定員 

1990年5月～1991年6月 北海道旭川児童相談所判定課判定員 

1991年7月～1992年4月 北海道旭川児童相談所判定課福祉専門員 

1992年5月～1994年3月 北海道旭川児童相談所稚内分室福祉専門員 

1994年4月～1998年3月 北海道立心身障害者総合相談所相談判定課判定係福祉専門員 

1998年4月～2000年3月 北海道帯広児童相談所地域活動福祉司 

2000年4月～2002年3月 北海道旭川児童相談所判定課長 

2002年4月～2006年3月 市立名寄短期大学生活科学科児童専攻課程助教授 

2006年4月～2007年3月 市立名寄短期大学児童学科助教授､名寄市立大学非常勤講師 

2007年4月～2008年3月 市立名寄短期大学児童学科准教授､名寄市立大学非常勤講師 

2008年4月～現在  名寄市立大学短期大学部児童学科准教授、名寄市立大学非常勤講師  

学位  

免許・資格 高等学校教諭２級免許（社会）、中学校教諭１級免許（社会） 

北海道職員採用上級試験（社会福祉）合格 

研究分野 子ども家庭福祉臨床心理学、フィールドワーク社会心理学 

現在の研究課題 児童家庭支援センターにおける子どもの心理アセスメントに関する研究 

老年期の社会的非適応に関する基礎的研究：引退期の不安定就労・逃避・犯罪の実相 

主な担当科目 教育心理学、児童相談、社会福祉援助論、保育内容（人間関係領域） 

  

研究・教育業績 ●『子育ての発達心理学』（共著） 「第7章 発達のつまずきと養育者・施設の役割」「第

9章 福祉施設における子どもの発達」 同文書院 2003年 

●『必携 臨床心理アセスメント』（共著） 「第2部 発達・知能検査」「第8部第12章

発達障害の児童の事例」 金剛出版 2008年 

●「自閉症児の社会化について」 北海道児童相談所研究紀要第13号 1984年 

●「児童相談のエスノグラフィー：自閉・自我・里子・不登校の 35事例」 北海道児童

相談所研究紀要第19号  1990年 

●「少年非行の社会心理学的分析：児童相談のエスノグラフィー（Ⅱ）」 北海道児童相

談所研究紀要第20号  1991年 

●「児童理解のための心理人類学：児童相談のエスノグラフィー（Ⅲ）」 北海道児童相

談所研究紀要第21号  1993年 

●「境界の教育社会学：児童相談のエスノグラフィー（Ⅳ）」 北海道児童相談所研究紀

要第22号  1995年 

●「心理診断に誤謬のあった２例」 現代行動科学会誌第11号 1995年 

●「コミュニティ心理学的な遊戯治療による育児支援の事例」（共著） 北海道児童相談

所研究紀要第23号  1997年 

●「更生相談所における投影法検査の試み」 そうごうそう研究No.7  1998年 

●「幼児発達障害の行動科学：児童相談のエスノグラフィー（Ⅴ）」 北海道児童相談所

研究紀要第24号 1999年 



●「児童相談のエスノグラフィー（Ⅵ）：発達支援のための地域療育学」 北海道児童相

談所研究紀要第25号  2001年 

●「児童相談所における児童虐待に関する医学生実習の試み」（共著） 北海道公衆衛生

学会雑誌Vol.15 No.1  2002年 

●「美深子ども家庭支援センターにおける一指導事例」（共著） 道北地域研究所年報 地

域と住民第22号 2004年 

●「児童相談所における保育内容（人間関係）と次世代育成支援時代の保育士養成」（共

著） 道北地域研究所年報 地域と住民第23号 2005年 

●検査の実践的使用法と子ども理解①②③④⑤ 実践障害児教育第32巻第10号～第33

巻第3号 学習研究社 2005年 

●「家族援助論における即興劇導入の試みと教育心理学的効果」 市立名寄短期大学紀要

第39巻 2006年 

●「障害児療育と親支援をフィールドワークから学ぶ」 道北地域研究所年報 地域と住

民第24号 2006年 

●「美深子ども家庭支援センターにおける心理発達相談の現状と課題」 子どもロジー

（「北海道子ども学研究」改題）Vol.10 2006年 

●「軽度発達障害児に対する就学指導と特別支援教育」 市立名寄短期大学紀要第 40巻 

2007年 

●「社会的・歴史的・文化的な状況の文脈における子どもの心（精神）と発達」 道北地

域研究所年報 地域と住民第26号 2008年 

●「親子で愉しめる絵本による子どもの心理的発達と教育効果」 道北地域研究所年報 地

域と住民第27号 2009年 

●「親子集団遊び支援のロールプレイング：子どもの家庭サービスの授業実践研究」 岩

手フィールドワークモノグラフ第12号 2010年 

●「名寄・美深地域における子どもの心理発達相談」 道北地域研究所年報 地域と住民

第28号 2010年 

  

学会活動 ●現代行動科学会理事（1984年会員～1991年理事～現在） 

●北海道児童青年精神保健学会会員（1987年～現在） 

●心理科学研究会会員（1988年～現在） 

●北海道乳幼児療育研究会理事（1992年～現在） 

●北海道子ども学会理事（1996年会員～2002年理事～現在） 

●北海道公衆衛生学会会員（1999年～現在） 

●北海道心理学会会員（2000年～現在） 

●日本小児精神神経学会会員（2006年～現在） 

●日本社会福祉学会会員（2009年～現在） 

●日本子ども家庭福祉学会会員（2009年～現在） 

  

社会活動 ●美深子ども家庭支援センター非常勤こども心理士（2003年～現在） 

●北海道立特別支援教育センター研究アドバイザー（2007年度、2010年度） 

●名寄市総合療育センター運営委員会委員長 

●名寄地域子ども発達支援推進連絡協議会療育部会長 

●名寄市就学指導委員会副委員長 

  

受賞  

  

コメント 児童相談所・心身障害者総合相談所・児童家庭支援センターなどで心理判定員をしてき

ました。授業や演習では、心理検査、心理学的実験、ロールプレイ、即興劇、絵本、手遊

び歌、映画、フィールドワーク、合宿などにより多面的に、楽しく学び合いましょう。 


